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論
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即
中
道
-

田

中

正

徳

二
諦

説

が
、
仏
教
研
究

に
重
要
な
意
義
を
持

つ
こ
と
を
、
最
も
顕

著
に
指
摘

し
、
噛仏
教
界
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ

た
の
は
、
な

ん
と
言

つ
て
も
、
竜

樹

の
中

論
頒
及

び
そ
の
青

目
釈

の
文

で
あ
ろ
う
。

今

ま
は
、
羅
什
訳
中
論

の
八
不
に
て

二
諦
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
が
、

特
に
、

二
諦
即
中
道
と
言
わ
れ
る
点

に

つ
い

て
、
考
察
す
る
の
で
あ
る
。

 

中
論

帰
敬
偶

に

『
不
生
亦
不
滅

・
不
常
亦
不
断

・
不

一
亦
不
異

・
不
来
亦
不

出

・
能
説

是
因
縁

・
善
滅
諸
戯
論

・
我
稽
首
礼
仏

・
諸
説
中
第

一
』
と

の
べ
、

縁
起

の
諸
法
に
対
し

て
、
生
滅

断
常

一
異
来
出

の
諸
見
を
否
定
し
か
戯

論
寂
滅

し
た

空
観
に
入
る
事
を
、
真
諦

第

一
義
と
説
く

の
で
あ
る
が
、

こ
の
真

諦
第

一
、

義
と
は
、
縁
起
そ

の
も

の
を
言
う

の
で
あ
り
、

換
言
す
れ
ば
、

実
在
そ

の
も

の

で
、

実
在

が
同
時
に
真

理
で
あ

る
。

そ

の
こ
と
は
、
縁
起

は
自
体
を
も

つ
て
の

生
起
で
は
な
く
、

生
滅
あ
り
と
す
る
実
在
論
的
見
解
で
も
な
く
、

不
生
と
し
て

の
縁
起

な
の
で
あ
る
。

 

中
論

の
論
理
的
基
礎
づ
け

の
順
序

と
し
て
、

中
村
博

士

は
、
『
縁

起

・
無

自

性
空

は
定

ま
つ
て

い
て
、

こ
れ
を
逆
に
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
と
言
わ
れ
、

し

か
も
、

こ
の
論
理
的
基

礎
づ
け
の
順
序

は
、

一
方
的
で
あ
り
可
逆
的
で
な
い
と

言

わ
れ
る
、

そ
し
て
、
縁
起
、

無

自
性
、

空

の
三
概
念

は
、
同
義
で
あ
る
け
れ

ど
も
、

そ

の
中
で
は
縁
起

が
根
本

で
あ

つ
て
、

他

の
二
つ
は
、
縁
起
か
ら
導

き

出

さ
れ
る

も

の
で
あ

る
』
と
言
わ
れ
る
、

し
か

る
に
、

中
論

の
縁
起

の
考
は
、

諸

法

の
無

自
性
、
空

を
示
さ
ん
と
す
る
に
、

八
不

の
破

邪
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る

の
で
あ
る
、
従

て
無
自
性
空

の
理
論
的
根
拠

を
な
す
も

の
で
あ
る
、
だ
か
ら
、'

単

に
生
滅

に
固
執

す
る
有
所
得
を
否
定
す

る
と
言

う
の
で
は
な
く
、

有
所
得

の

迷
情

を
空

ず
る
と
言
う
為

で
あ
る
か
ら
、

こ
の
否

定
も
更

に
否
定

せ
ら
れ
る

の

で
あ
る
。

 

中
論
第
二
四
、
観

四
諦
品
十
八
偶

に

『
衆
因
縁

生
法

・
我
説
即
是
無

・
亦
為

是
仮
名

・
亦
是
中
道
義
』
と
あ
り
、
青

目
は

こ
れ
に
、

『
衆
因
縁

生

の
法
、

我

れ
即

ち
、

こ
れ
を
空
な
り
と
説
く
、

何
と
な
れ
ば
、

衆
縁
具
足

し
和
合

し
て
、

而
し

て
物
生
ず
、
是

の
物

は
衆
因
縁
に
属

す
る
が
故

に
、

自
性
無
し
、
自
性
無

き
が
故

に
空
な
り
、
空
も
亦
復
空
な
り
、
但
衆

生
を
引
導

せ
ん
が
た
め
の
故

に
、

仮
名
を
以

て
説
く
、

有
と
無
と

の
二
辺
を
離
る
が
故

に
、

名
づ
け
て
中
道
と
為

す
』

と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、

諸

の
存

在
は
、
因
縁

(
緑

起
)

に
よ

つ
て
成
立
し
て
い
る
か
ら
、
無

自
性
で
あ
り
、

無
自
性
で
あ

る
か
ら

空

で
あ
る
と
言
う

こ
と
で
あ
る
。

単
的
に
言
え
ば
、
 
一
切

の
在
る
も
の
は
、
衆

縁
所
生

で
あ
る

こ
と
、
衆
縁
所
生
で
あ

る
か
ら
、
」
一
切

の
在
る
も

の
は
、
自
性

が
な

い
こ
と
、

自
性
が
な

い
か
ら

一
切

の
在

る
も

の
は
存

在
性

が

な

い

こ
と

で
、

結
局

こ
れ
が
、
空
を
立
言
す
る
根
拠

と
な
る

の
で
あ

つ
て
、

そ
れ

は
、
衆

縁
所
生
を
根
拠
に
し
て
、
在
る
も

の
か
ら
自
性
を
否

定
し
、

自
性
が
な
き

こ
と

を
根
拠

に
し

て
、
そ

の
在

る
も

の
か
ら
存

在
性
を
拒
否
し
、

存
在
性
の
な
き

こ

と
を
根
拠

に
し
て
、

そ
の
在
る
も
の
の
空

を
立
言
す
る

こ
と
で
あ
る
。
空

の
立

言
は
、

生
滅

の
否
定
、

そ

の
否
定

の
形
は
、

二
重

の
否
定

と
な
つ
て
、
空
亦
復

空

と
説
か
れ
る
。

で
は
、
そ
の
生
滅

の
否
定

と
は
、
旦
ハ
体
的
に
何
を
言
う
の
か

と
言
え
ば
、

中
論

で
は
、
四
句
分
別

の
こ
と
で
あ

る
。
中
論
観
因
縁
品
第

四
偶

に
、

『
諸
法
不
自

生
、
亦
不
従

生
、
不
共
不
無
因
、

是
故
知

無

生
』

と

の
べ
、
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自
他
共
無
因
の
四
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
存
在
そ
れ
自
か
ら
が
生
ず

る
と
い
う
、

有
る

べ
き
所
有

の
場
合

を
あ
げ
、

そ
れ
を
自
よ
り
他
よ
り
自
他

の

共
和
よ
り
無
因
よ
り
生
ず
る
か
の
四
と
し
て
、
こ
れ
以
外
に
生
ず
る
と
言
う
あ

る
べ
き
場
合
が
な
い
と
し
て
、
更
に
こ
の
四
の
い
ず
れ
に
於
て
も
、
生
ず
る
と

許
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
切
の
も
の
が
、
自

体
を
も
つ
て
い
て
、
そ
の
自
体
に
よ
つ
て
生
起
が
あ
る
と
考
え
る
所
見
の
破
折

で
あ
る
と
と
も
に
、
実
体
が
あ
つ
て
、
そ
の
実
体
が
現
象
世
界
に
、
そ
の
ま
ま

顕
れ
出
る
と
す
る
考
え
。
又
は
、
そ
の
実
体
に
よ
つ
て
現
象
世
界
が
成
り
立
つ

と
す
る
考
え
を
打
破
す
る
意
味
で
、
八
不
の
不
生
、
す
な
わ
ち
戯
論
寂
滅
を
そ

の
戯
論
生
成
の
根
源
に
お
い
て
追
求
し
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
中
論
観
浬
架
品
第
二
十
五
に
お
い
て
、
浬
繋
は
有
無
等
の
四
句
分
別
に
よ
つ

て
、
言
い
あ
ら
わ
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。

 

『
若
非
有
非
無
、
名
之
為
浬
契
、
此
非
有
非
無
、
以
何
而
分
別
』
『分
別
非

有
無
、
如
是
名
浬
繋
、
若
有
無
成
者
、
非
有
非
無
成
』
第
十
五
、
、十
六
偶
、
そ

し
て
、
浬
葉
を
説
い
て
、
『無
得
亦
無
至
、
不
断
亦
不
常
、
不
生
亦
不
滅
、
是

説
名
浬
架
』
第
三
偶
、
と
言
い
。
『浬
葉
与
世
間
無
有
少
分
別
。
世
間
与
浬
繋
、

亦
無
少
分
別
』
『
浬藥
之
実
際
、
及
与
世
間
際
、
如
是
二
際
者
、
無
毫
藍
差
肘
』

第
十
九
、
二
十
偶
、
浬
架
と
生
死
と
相
即
無
別
を
言
い
、
又
、
中
論
観
如
来
品

第
廿
二
に
は
、
如
来
の
自
性
と
世
間
の
自
性
と
は
、
差
別
が
な
い
こ
と
を
説

き
、
共
に
無
自
性
で
あ
る
と
の
べ
る
。
中
論
観
苦
品
に
於
て
は
、
人
の
世
は
苦

な
り
と
説
く
は
世
諦
、
だ
が
第

一
義
諦
に
於
て
は
、
苦
も
ま
た
不
可
得
で
あ
る

と
言
い
、
苦
の
、
自
作
他
作
、
共
作
、
無
因
作
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

 
中
論
観
法
品
に
於
て
は
、
八
不
と
四
句
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
『諸
法
実
相

者
、
心
行
言
語
断
、
無
生
亦
無
滅
、
寂
滅
如
浬
葉
』
『
一切
実
非
実
、
亦
実
亦

非
実
、
非
実
非
非
実
、
是
名
諸
仏
法
』
『
自知
不
険
他
、
寂
滅
無
戯
論
、
無
異

無
分
別
、
是
則
名
実
相
』
『
若法
従
縁
生
、
不
即
不
異
因
是
故
名
実
相
、
不
断

亦
不
常
、
不

一
亦
不
異
、
不
常
亦
不
断
、
是
名
諸
世
尊
、
教
化
甘
露
味
』
第
七

偶
-
十

一
偶
、
と
説
く
、
四
句
と
八
不
を
結
び
つ
け
て
、
諸
法
実
相
を
証
し
て

い
る
。
し
か
る
に
、
先
に
の
べ
た
、
空
亦
復
空
と
言
う
二
重
の
否
定
も
、
こ
の

諸
法
実
相
を
示
さ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

中
論
観
四
諦
品
第
八
偶
に
、
『
諸
仏
依
二
諦
、
為
衆
生
説
法
、
一
以
俗
諦
、

二
第

一
義
諦
、
若
人
不
能
知
、
分
別
於
二
諦
、
則
於
深
仏
法
、
不
知
真
実
義
』

と
説
き
、
二
種
の
諦
に
よ
つ
て
諸
仏
の
法
説
が
あ
る
と
し
、
そ
の
真
理
が
説
法

に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
な
し
て
い
る
。
諦
が
、
真
理
の
意
味
で
あ
る
か
ら
理
境

の
二
諦
で
、
対
象
と
し
て
の
理
に
、
俗
諦
と
真
諦
と
の
二
種
が
あ
る
こ
と
に
な

る
が
、
し
か
し
二
極
の
真
理
の
意
味
で
は
な
く
、
俗
諦
は
言
詮
思
慮
の
縁
起
の

世
界
で
、
空
な
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
真
諦
の
縁
起
の
世
界
の
空
と
は
、
異

な
る
の
で
は
な
い
。
俗
諦
言
説
の
中
に
、
言
教
の
二
諦
と
し
て
の
俗
諦
有
と
、

真
諦
空
と
の
説
き
方
が
あ
つ
て
、
こ
の
二
諦
の
説
き
方
に
よ
つ
て
、
真
諦
が
証

得
さ
れ
る
と
、
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し
か
る
に
真
諦
は
、
言
亡
慮
絶
、
俗

諦
を
有
無
の
説
き
方
の
言
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
有
所
得
の
迷

情
、
有
見
無
見
、
断
常
二
見
を
打
破
す
る
に
あ
る
。

結
語
と
し
て
、
真
俗
二
諦
は
、
結
局
破
邪
に
し
て
八
不
と
同
一
で
あ
り
、
そ

の
顕
わ
さ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
諸
法
実
相
な
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
二
諦
即

中
道
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

中
論

二
諦
に

つ
い

て

(
田

中
)
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六
三
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